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健康人 よ り得 た血 液 を試験管内に 3時間放置して作製 した. 9 9 mTc - ス ズ
コ ロ イ ドの 平均血餅集積率は 96･2±2･7 %と 最大値 を示 し, 以 下99 mTc-ミリ マ イ ク ロ ス フ ェ ア ア ル ブ ミ
ン 76･3%, 9 9 mTc掘 黄 コ ロ イ ド 35･3 %, 9 9 mTc-レ ニ ウ ム コ ロ イ ド 20･9%, 9 9mTc-フ ィ テ ン酸 20.1%
の 順で あ っ た ･ 次に , ラ ッ ト左大腿 静脈 を 5分間圧迫 して血 栓を作製 し, 圧 迫解放後 30分に 9 9mTc - コ ロ
イ ド を尾静脈よ り注入 した･ 左右の 大腿 静脈放射能比の 平 均値 は, 9 9 mTc - ス ズ コ ロ イ ド 54.5, 99 mTc-フ
ィ テ ン 酸24･2, 9 9 mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド 12･1, 99 mTc～ L/ こ ウム コ ロ イ ド3.9, 99m Tc - ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア
アル ブミ ン 2･4 であ っ た ･ また , 静脈血栓作製後 3時間, 12時間, 1,3,5,7 日 まで の9 9mTc- ス ズ コ ロ イ







3･4の 結果を示 し, 血 栓が 新しい ほ ど集積度は高 い も の の, 7日間経過 した血 栓
で も 有意 に 高く 集積す る こ と が 示 され た
.
ま た, 血管内 フ ィ プ リ ン 沈着 の モ デ ル と して エ ン ド トキ シ ン
を ラ ッ ト腹腔内に 投与し, そ の 3時間後に 99 mTc-コ ロ イ ドを静注 した結果, 肺葉横 はg9 mTc - レ ニ ウ ム コ
ロ イ ド を除き , い ず れ も有意な増加 を示 した･ な かで も9 9m Tc･ ･ ス ズ コ ロ イ ドが最も著 しい 集積変化 を示
した･ 腎集積は一 99 mTc-ス ズ コ ロ イ ド, 9 9m Tc 一 硫黄コ ロ イ ドの 場合 と も に 有意に 集積が増加 した が, と
く に 99 mTc-ス ズコ ロ イ ドの 集積変化が著 しか っ た
･
その際, エ ン ド トキ シ ン と ヘ パ リ ン との 同時投与 に
よ り, 肺集積 は有意 に低下 した が , 腎集積の 低下は さ らに 著 しか っ た . したが っ て, 肺お よ び腎 へ の 9 9m
Tc～ス ズ コ ロ イ ド集積に は, 血管内フ ィ プリ ン 沈着が関与 して い る も の と思 われ た. 今回 の 結果よ り, 血
軌 静脈血栓 お よ び血管内フ ィ プ リ ン沈着 い ずれ に 対 して も , 9 9mTc - ス ズ コ ロ イ ドが 最も高い 集横性 を
も つ こ と が, 実験的に 示 さ れた
.
Key w o rds 99m Tc- Colloid, Ven o u sthr om bi, Endoto xin, Fibrin depo sits,
Hepa rin .
肝, 脾, 骨髄, リ ン パ 節の シ ン チ グ ラ フ ィ に 現在用
い られ て い る テク ネ チ ウムL99m (Te chn etiu m99m ,
以 下9 9m Tc-と略) コ ロ イ ドは, 静脈 内投与 に よ り, 速
や か に 肝, 脾, 骨髄 の 細網内皮組織 に 捕捉 され争. し
か し稀に , 静脈内投与 に よ り, 肺 や 腎が シ ン チ グ ラ ム
上 , 描画さ れ る1ト 6)こ と が あり, その 意義が 論 じら れ て
い る . ま た, カ テ
ー テ ル の 静脈内留置の 結果生 じた血
栓部位に , 9 9 mTc-コ ロ イ ドが集積す る事実 も報告され
37
て い る7)･ 8)
.
腎に 9 9 mTc - コ ロ イ ドが 集積 する例 と して は, 移植腎
の 慢性拒絶反応が報告さ れ て お り9)Il O), こ の場合, 病理
学的 に, 動脈内の フ ィ プ リ ン 沈着が指摘 され て い る1 1).
ま た, 血 管内血液凝固症候群 に 伴な っ た症例 で , 肺及
び 腎に 9 9mTc - コ ロ イ ドが 集積 し た と の 報告 も み ら れ
る1 2)
.
以 上 よ り, コ ロ イ ドが 動静脈内ある い は毛 細血管
内に 形成 され た 血栓や フ ィ プ リ ン に集積 した可能性 が
Study o n 99m Tc-Colloid Ac c u m ulatio n of in vitr oClots a nd T hrombi in Rats. M a n abu
O hgu chi, Departm e nt of Nu cle arM edicin e, (Dir ector:Prof. K . H is ada)! Scho ol of Medi-
Cin e
, Ka n aza w auniversity.
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示 唆さ れ, 9 9 mTc - コ ロ イ ド に よ る血栓性病変 の診断応
用が期待 され る . し か し, 血 栓性病変の コ ロ イ ド集積
に 関 して欧米で報告され た の は9 9mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド集
積 に 関す る報告例のみ で ある
18卜1 5)
.
したが っ て, 他の
9 9 m
Tc - コ ロ イ ドで血栓性病変に 集積 した と の報告や, ま
た,
9 9mTc-コ ロ イ ドの 種類 の違い に よ る血栓性病変 へ
の 集積の差異を検討 した報告 は, 現在ま で み られ て い
ない
.
著者 は, 静脈血栓 の モ デ ル と し て ラ ッ トの大腿静脈
に 血栓 を作製 し, ま た微小血管内フ ィ プ リ ン 沈着の モ
デ ル と して ラ ッ ト に エ ン ド ト キ シ ン を投与 し こ れ らの
血栓性病変の実験 モ デル を用 い て , 種 々 の
9 9mTc - コ ロ
イ ドの血栓性病変 へ の集積の相異 に つ い て検討 す る と
とも に , い か な る
帥 mTc - コ ロ イ ドが 血栓性病変の診断
に最も適当であ るか を追究 した.
材料お よ び方法
Ⅰ . 実験動物お よ ぴ9 9m Tc 一 コ ロ イ ド
実験動物 は, 体重200g 前後の 雌 ド ン リ ュ ウラ ッ トを
用 い た . 99mTc - コ ロ イ ド は, 標識用 コ ロ イ ドと し て ス
ズ コ ロ イ ド(日本メ ジフ イ ジ ッ ク ス), 硫貴 コ ロ イ ド(ミ
ドリ十字, Tck -1), フ ィ チ ン酸(第1 ラ ジオ ア イソ ト
ー プ), レ ニ ウ ム コ ロ イ ド(ミ ド リ十乳 Tck -17), ミ
リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア(ミ ドリ 十字, Tck-9)の各市販キ
ッ ト を用 い , また
9 9M o - 99 mTc - ジ ェ ネ レ ー タ ー より溶出
し た99 mTc仇
一
溶液は生理 食塩水 で希釈 した も の を用い
て作製 した . 作製 した各
99m Tc- コ ロ イ ド の標識率を 85
%メ タ ノ T ル お よ びホ ワ ッ トマ ン No . 50 の ろ紙 を用い
て ペ ー パ ー ク ロ マ トグラ フ ィ ー で 調 べ た と こ ろ, 作製
30分後で は, す べ て 98%以 上 , 2時間後 で は 95% 以
上の標識率 を認め た. な お , 今 回の 実験で は,
99mTc -
コ ロ イ ドはす べ て作製後 30分か ら 2時間の間に使用 し
た
.
ⅠⅠ. 実験 モ デ ル の 作製
1. 試験管内血餅
試験管内血餅 は, 健康人 よ り採血 し, 栄研チ ュ
ー ブ
に 各 1mlずつ 入れ 室温(25
0
C) に て 3時間放置 し て作
製 した . また 一 部は血球成分 へ の
99m Tc - コ ロ イ ド の集
積性 を評価 す るた め に ヘ パ リ ン採血 を行 ない , 同様 に
3時間室温放置 した .
2 . 大腿静脈血栓モ デ ル
チ オ ペ ン タ ー ル (Ra v on al
⑧
) (6 m g/体重 100g)の
ラ ッ ト腹腔内投与 に よる 全身麻酔下 に , 左大腿部 を切
開 し, 左大脇静脈 を露出剥離 した. 大腿静脈 を止 血節
子 に て圧迫 し, 5分間血流遮断 した. その 間, 止 血紺子
遮断遠位部 の静脈 に甜子にて 数回挫減 を加 えた. 止 血
紺子解放後, 切開部 を絹糸に て縫合 した . 以上 の 方法
に よ り, 静脈血栓 を作製 した .
3 . 微小血栓モ デ ル
エ ン ド ト キ シ ン と して リ ボ ポリ サ ッ カ ライ ド E. c oli
(Lipopolys a c cha ride E. Coli) (We stphal Method･
和光純薬)を使用し, 滅菌生理食塩水に て 10m g/mlに
溶解 した. さ ら に 生理食塩水 に て希釈 し,1 m g/ml,0･1
m g/mlの も の を作製 した.
一 定量の エ ン ド ト キシ ン を
含 む溶液 1ml を, ラ ッ トの腹腔内に 注入 した . 以上 の
方法 に よ り微小血栓 モ デ ル を作製 した .
ⅠⅠ. 実験方法 お よ び測 定, 観察法
1 . 試験管内血餅
試験管内 に 3時間放置 して で き た血餅 に , 9 9
mTc - ス
ズ コ ロ イ ド,9 9 mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド, 99 mTc- フ ィ チ ン酸,
9 9 m
Tc ル ニ ウ ム コ ロ イ ド,
9 9mTc 疇 ミリ マ イ ク ロ ス フ ェ アを
それ ぞれ 約 10mFLCi(0.1 ml) を加 え, ボ ル テ ッ ク ス
ミ キ サ ー で 数秒混 合 した 後, 30分間室温(25
0
C) 放置
した. その 後, 生理 食塩水1 mlを加え, 1200 回転 10分
間遠心 し, 上浦 を捨て , さ ら に 再 び生理食塩水 1mlに
て 同様 に 遠心 した 後, 上 清を捨て た. 遠心沈査 をウ ェ
ル 塾 シ ン チ レ ー シ ョ ン カウ ン タ ー に て放射能 を測定 し,
全投与量 に 対す る9 9
m Tc一コ ロ イ ド の 血餅 へ の 集積率を
算出し た. 3時間放置 した加 ヘ パ リ ン 血液中に は
99m Tc
- ス ズ コ ロ イ ドの み を加 え, 同様に 血球成分 へ の 集積率
を算出 した. なお 一 群の 実験 に は,4本 の検体 を用 い て
検討 し, 9 9
m Tc - コ ロ イ ドの血餅も しく は血 球 へ の 集積
率 は, 4本 の検体 の平均値 よ り算出 した.
2 . 大腿静脈血栓
止血 相子 解放後 30分 に ,9 9 mTc-ス ズ コ ロ イ ド, 99m Tc
一硫黄 コ ロ イ ド, 9 9 mTc-フ ィ テ ン 酸,
99 mTc-レ ニ ウ ム コ
ロ イ ド,
9 9m Tc - ミリ マ イ ク ロ ス フ ェ アそれぞれ約 100FLCi
(0.3ml) を尾静脈よ り 注入 した . 30分後 に , エ チ ル
ェ ー テ)t/(ethylether) 麻酔下に 脱血に よ り屠殺 し, 左
大腿静脈 を血栓部 を含 めて 1c m 摘出 した. その 際, 対
照と し て, 右大腿静脈の 同部位を血液を含め 1c m 摘出
した. ま た, 比較 的古 い 血 栓 へ の
削 Tc-コ ロ イ ドの 集
積性 を検討 す るた めに 止 血 紺 子解放後, 3時間, 12時
間, 24時間, 3 日後, 5 日後, 7 日後に 99
mTc-ス ズ コ ロ
イ ド約 100〟Ci(0.3 ml)を尾静脈よ り 注入 し, 30分後
に 左右の 大腿静脈 を各 1 c m 同様 に 摘出 した. 次に , ヘ
パ リ ン (No v oHepa rl n
⑧
) の 99 mTc-コ ロ イ ド集積抑
制効果の有無 をみ る た め に , 止血 紺 子解放直後 に ヘ パ
リ ン 1000単位 (1 ml) を尾静脈よ り注入 し, 3時間後
に9 9 mTc - ス ズ コ ロ イ ド約100JJCi(0,3 ml)を尾静脈 よ
り注入 し,30分後 に左右 の大腿静脈 を各1c m ずつ 同様
に摘出 した. 摘 出した 大腿静脈 は, ウ ェ ル 塑 シ ン チ レ
ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー にて放射能 を測定 し, 左右大腿静
テク ネ チ ウ ム 9ー9m コ ロ イ ドの 血栓性病変 へ の集積
脈の放射能の 比 を算出し て, 静脈血 栓部 へ の 集積度 を
評価 した. なお 実験 一 群 に つ きラ ッ ト5～ 10匹 を用 い
て評価 した.
3 . 微小血 栓
エ ン ド ト キ シ ン10mg (1ml), ラ ッ ト 腹腔内注 入
3時間後 に , 99 mTc - ス ズ コ ロ イ ド,9 9 mTc - 硫黄 コ ロ イ ド,
9 9m Tc - フ ィ ナ ン酸, 99 mTc - レ ニ ウ ム コ ロ イ ド, 99 mTc-
ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア それ ぞ れ約 10/∠Ci(0.3ml), 尾
静脈 よ り注入 し た. 30分後 に エ チル エ ー テ ル 麻酔下 に
脱血 に よ り屠殺 し, 血液(約1 m】), 心, 肺, 肝, f軌
臥 右腎, 筋 肉 (帥腹筋の → 部), 右 脛骨 を摘出し た.
直 ち に , 各臓器の 湿 重量 を測定 した 衡 ウ エ ル 型 シ ン
チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー に て放射能を測定 した. 次に ,
エ ン ド トキ シ ン 投与量 に 対する , 錮 m Tc-コ ロ イ ドの 各
臓器 へ の 集積性 の 変化 を評価す る た め に 0.1 m g (1
ml), 1 m g(1 ml)を それ ぞれ ラ ッ ト腹腔内に 注入 し3
時間後 に , 9 9 mTc-ス ズ コ ロ イ ド約 10JLCi(0.3 ml) を
尾静脈 よ り注入 した
.
30分後に , 同様 に 血 液 およ び臓
器 を取 り出 し, 湿 重 量 お よび放射能 を測定し た. ま た,
エ ン ド ト キ シ ン に よ る99 mTc- ス ズ コ ロ イ ド の 各臓器 へ
の 集積変化に 対す る ヘ パ リン の 影響 を評価す るた めに ,
エ ン ド トキ シ ン 各0･11ng, 1 .01ng, 10.Om g を腹腔内
投与直後に , ヘ パ リ ン 1000単位(1ml) を それ ぞれ 尾
静脈よ り 注入 した. 3時間後 に , 9 9mTc-ス ズ コ ロ イ ド約
10〟Ci(0･3 ml) を尾静脈よ り注入 し, 30分後に 同様
に 血液お よ び臓器を取 り出し, 湿重量 お よ び放射能 を
測定 した.
各標本の 湿 重 量 お よ び放射能の 測定値よ り, % 投与
量/g組織 を算出 した. また, エ ン ド ト キ シ ン投与群の
対照群と して,腹腔 内に 生理 食塩水1 mlを投与し,3時
間後 に , 同 一 調整9 9m Tcれコ ロ イ ドを用 い て 各臓器の 集
積率 を求め た. その 際, い ず れ の 群も ラ ッ ト5～ 10匹
を使用 し, そ の 平 均値を集積率と して 評価 した.
なお , 平均値の 有意差検定は, t検定 を用 い た.
Table l･ In vitr odeter min atio n of clot uptake
of99mTc -Colloid
9 9m Tc-Colloid % Uptake
99mTc-Sn- C Olloid 96.2±2
.7
99mTc- Sulfu r-C Olloid 35.3±5.0
99m Tc-P hytate 20. 1 ±1 .9
99m Tc- Rheniu m- C Olloid 20.9±6.4
99m Tc-M illimic r osphe re- albumin 76.3±5.7
Ea ch v alue repre s ents a m e a n±S.D.(n = 4)
% Uptake=
r adioactivit r etained in clot




4 . 病理 組織学的検索
実験 モ デ ル 作製Ⅰト2に よ り作製 した 大腿静脈血栓
(止血卵子解放後30分), お よびⅠト3に よ り エ ン ド ト
キ シ ン 10m g を腹腔内投与 3時間後の 腎およ び肺を そ
れ ぞれ摘出後, た だ ち に , 10%ホ ル マ リ ン 溶液内で固
定 した. ま た, エ ン ド ト キシ ン お よ び ヘ パ リ ン投与 3時
間後の肺, 腎も 摘出後た だ ち に 10%ホ ル マ リン 固定 し
た･ そ の 後 パ ラ フ ィ ン 包嘩 し, へ マ トキ シ リ ン ･ エ オ
ジ ン (he m ato xylin e a nde o sin) 染色に て, 各々 の組
織学的変化 を観察 し た.
成 績
Ⅰ ･ 試験管内血餅 へ の 9 9 mTc - コ ロ イ ド集積 (Table
引 =E
血餅 へ の 集積率 は, それ ぞれ9 9 mTc - ス ズ コ ロ イ ド で
96･2 ±2･7% (m e a n±S. D. , n =4, 以下同じ), 9 9mTc
一硫黄 コ ロ イ ド で 35.3±5.0%∴ 蜘 Tc - フ ィ テ ン 酸 で
20･1±11･9 %, 9 9 mTぐ レ ニ ウ ム コ ロ イ ド で 20.9 ±6.4
%, 9 9 mTc - ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア で 76.3 ±5.7%で あ
り, 伽 Tc一ス ズ コ ロ イ ドが最も 高い 集積率 を示 した .
ま た, 加 ヘ パ リ ン血で の9 9mTc - ス ズ コ ロ イ ドの血 球成
分 へ の 集積率 は 39.1±3.4 %の結果 を示 し, 血賛成分
を除い た血球成分に も, ス ズ コ ロ イ ドが ある程度の集
積性 を も つ こ とが 示 され た
.
しか し, 血餅 の 集積率
96･2 ±2･7%と 比較す る と,有意に 低下 した結果が得 ら
れ た (p<0.05).
ⅠⅠ. 大 腿 静脈血 栓
1 ■ 99 mTc-コ ロ イ ドの比較 (Fig.1.)
L /R R ati o
Rad ic ot10 id s1 5 1 0 50 1 0 0
T c･ 99 m-Sn-Col1 0i d







T c･ 9 9 m- R e-Col10i d
T c- 9 9 m-M MSA
･ ･ ･ ･;て
･ ･ ･ ･1 ･ ･
･ ･ † ･ ･
ごト ･
-i- ･
Fig. 1. Co mpa ris o n of v a rio u s 9
9m Tc - C Olloids
uptake into e xperim e ntally indu c ed v e n o u s
thro mbiof r ats 30min afte r r el a s e of 5min
Cla mping ofleft fe m o r al v ein regrn e ntS. T he
highe st uptake w a sobse rv edin99 mTc-Sn c oloid.
L/R Ratio =
r adio a ctivity Ofcla mped site of leftfe m o ralv ein
radio a ctivity of n o n
-
Cla mped
Site of rightfe m o ralv ein
Sn :Stann u m, S : Sulfur, Re : R he niu m ,
M M S A: mi11im c r osphe re albu min
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止 血純子解放後 30分 にお ける左右 の大腿静脈の平均
放射能比 は, 99 mTc-ス ズ コ ロ イ ドで 54.5 ±18.5倍, 9 9m
Tc- フ ィ テ ン 酸で 24.2 ±18. 倍, 99 mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド
で 12.1 ±9.1倍, 99mTc - レ ニ ウム コ ロ イ ドで 3.9 ±2.8
倍, 蜘 Tc - ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア で 2.4±1.2倍 で あ
り ,
99 mTc- ス ズ コ ロ イ ドが 最も 良好な血栓集積性 を示
した.
2 . 比較 的古 い 血栓 へ の 99 mTc - ス ズ コ ロ イ ド の集積
(Fig. 2.)
前の 実験結果 よ り, 蜘 Tc - ス ズ コ ロ イ ドが 最も血栓集
積性が良好と判明 した た め, 止 血紺子 解放後 7 日 まで
の 集積性 を検討 した . その結果,3時間後で 40.5±20.8
倍 ,12時間後で 6.3 ±1.6倍 ,24時 間後で 9.0±6.1倍,
3 日後 で 8.8 ±6.0倍, 5 日後で 5.2 ±1.3倍, 7 日後 で
3.4 ±1.2倍の 集積結果であ っ た. したが っ て 3時間後
まで の比 較的新鮮な血栓 へ の 集積 は極 めて 良好で あ っ
た が , 12時間 を経過 す る と, 急激 に 集積性は低下 し,
それ 以 降で は時間の経過 と共に 血栓部 へ の 集積性 が次
第 に 低下す る傾向が み られ た . しか し, 7 日間経過 した
血栓 にも 3.4 ±1.2倍 と少 なか らず集積性 を示 した.
3 . 静脈血栓部 へ の ヘ パ リ ン に よ る 集積抑制効果
(Fig. 3.)
止 血 紺 子解放後 3時間経過 した 静脈血栓郡 へ の99 m
Tc - ス ズ コ ロ イ ドの集積度が左右大腿静脈の平均放射能
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Tim e afte r v ein tr a u m a
Fig.2. T im e c o ur seof
9 9mTc - Sn c olloiduptake
into experim e ntal1y indu c ed fe m o r al v ein
thr o mbiofr ats. T he uptake gr adual 1yde cr e a s･
ed with thr o mbu s age.
L/R Ratio =
r adio a ctivity ofcla mpedsite of leftfe m o ralv ein
r adio a ctivity ofn o n
-
Cla mped
Site of rightfe m o r al v ein
位 を 同時投与 して 血栓部 へ の集積抑制効果 を評価 し た
場合 は , 21.3 ±10.3倍 (左 右大腿静脈放射能比) と有
意に 低下 した (P<0.05).
ⅠⅠ. 微小血 栓
1 . エ ン ド トキ シ ン 10m g 腹腔内投与 に お ける 各
99 mTc-コ ロ イ ド の 比 較 (Table2.)
肺 集積 は, 対照群 に 比 べ エ ン ド ト キ シ ン 投与群 は
9 9mTc - レ ニ ウム コ ロ イ ド を除き , 有 意に 増加 した･(P<
0.05). と く に , 99 mTc - ス ズ コ ロ イ ドで は, 対照群の 平
均値 の 10.2倍 ,9 9 mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド で は 9.2倍と著明
な集積増加 を認め た. ま た, 肺 へ 最 も集積率が高 か っ
た の は,








Witho ut hepa rin with heparin
Fig. 3. Effects of hepa rin o n
99 mTc-Sn c olloid
uptakeinto e xpe rim e ntallyindu c ed fe m o r alv ein
thr o mbi of r ats, 3 ho u rs afte r v ein cla mp.
Hepa rin(10 00 I U) w a sinjected intr a v e n o u sly at
the sa m etim e ofthe rele a se of cla mping.
L/R Ratio =
r adioactivit T Ofcla m eds廷e ofleftfe m o r alv ein
r adio a ctivity ofnon
- Cla mped
Site ofrightfe m o r alv ein
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腎は9 9 mTc一フ ィ ナ ン酸,9 9m Tc-レ ニ ウム コ ロ イ ド,9 9 m 示 し, また9 9 mTc - ス ズ コ ロ イ ド で は対照群の 50.2倍と
Tc-ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ アで は, 対照群と エ ン ドトキ シ 特 に 高い 集積増加を認 めた (P<0.05).
ン 投与群に 有意の 集積増加が みられなか っ た. しか し,9 9m 以 上 の 結果 よ り, エ ン ド トキ シ ン 投与に よ っ て肺 お
Tc 一 硫黄 コ ロ イ ドで は対照群の2倍 と軽度の集積増加 を よ び腎の 実績率が最も著 しく変化し たの は9 9mTc - ス ズ
Table 2･ Biodistribution ofv a rio u s99mTc-Colloids inrats with a nd witho ute ndoto xin tr e atm e nt
99m Tc･Colloid
Orga n 99m Tc-Sn･ COlloid
99mTc一警㌫ 99mTc-Phytate 99mTc恩恵m 99
m Tc
二三鑑三諾here
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Ea ch v alu e repre se nts a m e a n±S.D.(% do s e/ginje cted do se)
E‥Endotdxin tr e ated rats(10-O m g ofLipopolys a c chrideintraperito n e allyinje cted)
C:Co ntrolrats
*





























0.1 1 .0 10.O
En d ot o xindo s e〔mg〕
Fig･ 4･ Do s e r espo n se c u rv es of lung uptake of
9 9 mTc-Sn c olloid 3 ho u rs afte rintrape rito n e al
administr atio n of e ndoto xin, with a nd witho ut
hepa rin ･0ver a do seO･1 m gtol O･Om g e ndoto xin,
1u ng uptakein c r e a s ed pr ogres siv ely .
Each intra v e n ou shepa rin(1 000I U)inje ctio n at
the s a m etim e of e ndoto xin administratio n































0.1 1.0 10 .O
Endot o xin d o s 8(mg)
Fig･ 5･ Do s e re spo n se cu rv es of kidn ey uptake
Of9 9mTc-Sn c olloid 3 hou rs afte rintr ape ritone-
aladministratio n ofe ndotoxin, witha nd witho ut
hepa rin .
At a do s e of lO･O mg of e ndoto xin, m a rked
in cr e a s ed uptake o c cu red, but this wa sdr a m a･
tic a11y pr ev e nted byhepa rin (1000 I U).
42 大 口
Table 3･ Biodistributio n oft】9■nTc ･Sn- C Olloid in e ndoto xin tr e ated r ats with a nd witho utheparin
Orga n O
E: n= 4
E+ 口: n= 7
Endoto xin dos e(m g)
3E=引
E: n 二 7
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Ea ch v alu e repr es e nts a m e a n±S.D. (% dos e/ginje cted do s e)
E: Endoto xin tre ated rats witho utheparin(0-1 0･O m g of Lipopolysaccharideintr aI)e ritoIl e a11yiモ1j?Cted)
E+ H : Endotoxin tre ated rats with heparin(0-1 0.O m g of Lipopolysaccharideintr ape rito n e aliy 用Je Cted
a nd lOOO IUof hepa rin intra v e n o u slyinje ctedsim ulta n e o u sly)
*
: Significa ntlydiffe re ntfro mthe data ofendoto xiIltre ated rats witho utheparin(pく0.05)
コ ロ イ ドであ り, 以下の 実験 に は99 mTc-ス ズコ ロ イ ド
を用 い て検討 した .
2 ･ エ ン ド トキ シ ン 投与量差 に よ る9 9一口Tc-ス ズ コ ロ
イ ド体内分布変化と ヘ パ リ ン の 効果(Table3.)
エ ン ド ト キ シ ン の 投与量が多く な る に 従い , 肺 で は
蜘 Tc-ス ズ コ ロ イ ドの 集積が増加 する傾向が み られ た
.
こ れ に 反 し, ヘ パ リ ン 1000単位同時投与群で は , い ず
れ も有意に 肺集積が低下 し (P<0.05), エ ン ド トキ シ
ン に よる肺集積変化 に 対して,抑制効果が み られ た(Fig.
引=E=
腎 で は 同時 に , エ ン ド トキ シ ン 投与量 増加 に よ っ て,
集積増加傾向 を認 め た
.
しか し エ ン ド トキ シ ン 0.1 m g
と 1 ･
.
O m g 投与群で は, 有意な 集積変化 が み られな か っ
た が,10･O m g投与群 で は,著 明な集積増加 をみ とめ た.
こ れ に 反 し, ヘ パ リ ン 1000単位同時投与群 で は, い ず
れ も 腎集積が有意 に 低下(P<0.05) し, エ ン ド トキ シ
ン に よる 腎 へ の 集積変化に 対す る 抑制効果が著 しく み
ら れた (Fig. 5.). 腎 で の抑制効果 は, 肺で の 抑制効果































0.1 1.0 1 0_O
E ndot o xind o s e〔mg)
Fig. 6. Do s e r e spo n se cu rv es of sple e n uptake
Of99 mTcrSn c olloid 3 ho u r s afterintr ape rito n eT
aladministr atio n ofendoto xin, Witha nd witho ut
hepa rin .
Intr a v en o u shepa rin (1000 I U)had n o effe cts o n
Sple nic uptake of
99 mTc-Sn c olloid.
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P hoto ･1･ Histologic alappe a r a n ce ofthefe m o r al
V ein thr o mbo sis ofr at･ T hirty minute s afte rleft
fe m o ral v ein cla mp. 工ntr a v e n o u sthro mbu sis
S ee n(a rr o w ed). H & E, ×4.
P hoto･ 2
■ H igh po w ervie w of the thr o mbu s in
Photo l, Sho w lng intI
･
a v en o u sthrombu s with
fibrin depo sits(a r ro w ed). H & E, ×40.
Photo .3. H istologic al ap pe a ra n c e ofthe kidn ey
Of e ndoto xin tre ated rat. T hr e eho u rsafte r
intr aperito n e al administr atio n of lO.O m g e ndo-
to xin ･ Notethe v a s c ula r c o ngestio n ofthe re n al
CO rte x a nd fibrin deposits of the glo m e r ul s
(a rro w ed). H & E, ×200.
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Photo ･4･ H igh po w e rvie w of intr a c apila ry
fibrin depo sitsin photo･ 3･ H & E, ×400.
P hoto･ 5･ Histologic al ap pe ara n c e ofthe Kidn ey
Of endoto xin tre ated rat with hepa rin . T hr ee
ho u r s afte rintr ape rito n e al ad ministr atio n of lO.
O m g e ndoto xina nd intr a v en o u s administr atio n
Of hepa rin(1000 IU)sirn ulta n e o u sly. Note the
V a S C ula r co ngestio n ofthe r e n al c olte x. :H&
E, ×200.
P hoto･ 6･ Histologic al ap pe ara n ce of lu ng of
e ndoto xin tre ated r at. T hr e ho u rs afte rin _
trape rito n e al ad ministr atio n of l O･ m g endo -
to xin･ Note the va s c ula r c o ngestion a nd in ･
tra v a s cula rfibrin depo sits(a rr o w ed). H & E, ×
200.
44
Photo .7･ H istologic al ap pe a r a nce of lu ng of
endoto xin tr e atedr at with hepa rin . T hre eho urs
afte rintr ape rito n e al administr atio n of lO. m g
endoto xin a nd intr a v e n o u s administratio n of
hepa rin(10 0 I U)sim ulta n e o u sly. T he v a s c ula r
C O nge Stio n is also se e n, but fibrin depo sits
ap pe a r ed de cr e ased. H & E, ×200.
その 他, 牌は エ ン ド トキ シ ン 0.1m g 及び 1 .O m g 投
与群で集積増加傾向が認め ら れ たが , ヘ パ リ ン 同時投
与群 では 集積抑制効果が み ら れ な か っ た (Fig. 6.).
ⅠⅤ. 病理 的組織学的検索
1 . 大腿静脈血栓 (Pboto . 1. , P hoto .2,)
止血節子解放後 30分の組織の ル ー ペ 像で は, 大腿静
脈内腔 に血栓の存在 を認 めた . 40倍で は, 血栓は フ ィ
プリ ン を伴な っ てい た .
2 . エ ン ド トキ シ ン投与
エ ン ド トキシ ン 10.O m g腹腔内投与,3時間後の 腎で
は, 皮質の 毛細管毛管 レ ベ ル まで の う っ 血 及び 血管内
フ ィ プ リ ン 沈着お よび 糸球体の 高度の う っ 血 及び フ ィ
プ リ ン沈着 を認 め た (Photo . 3., P hoto .4.). また , ヘ
パ リ ン 同時投与3時間後 の腎で も, 高度の う っ 血 が み
られ た も の の , フ ィ プリ ン沈着 はや や 減少傾向が み ら
れ た(P hoto. 5.). 肺で も 同様 に 高度の う っ 血 お よび 血
管内フ ィ プ リ ン 沈着 を認め た(Photo. 6.). ま た, エ ン
ドト キシ ン に ヘ パ リ ン を同時投与 3時間後の肺 で も同
様 に う っ 血所見が認 め られ た が, フ ィ プ リ ン沈着 はや
は り減少傾向が み ら れた (P boto .7.).
考 察
Ⅰ. 静脈血栓 に つ い て
深部静脈血栓症 は血栓性静脈炎さ ら に 致命的な肺梗
塞の 原因 とな り , その 診 断が 重 要視さ れ て い る. 現在
まで静脈造影法1 6), プ レ テ ィ ス モ グラ フ ィ ー 1 7), 超音波
ド ッ プラ ー 法1 8)･1 9)な どが , 深部静脈血栓の 診断法 として
開発, 施行され て きた. 核医学的に も, 1 2
5ト フ ィ ブ リ ノ
ー ゲ ン摂取検査20), 99 mTc 一 大凝集ア ル ブ ミ ン に よ る RI
静脈イ メ ー ジ ン グ2 1)な どの 検査法が施行さ れ , 最近 で
は9 9 mTc-フ ィ プ リ ノ ー ゲ ン2 2), 9 9mTcrス ト レ プ トキナ ー
ゼ2 3), 9 9 mTc-ウロ キ ナ ー ゼ2 4), 9 9 mTcrヘ パ リ ン2 5), 11 1In
-血小板2 6)･ 27)な ど直接凝固線溶糸に 関与 す る物質の RI
標識剤に よ る方法も開発 さ れて い る . し か し, こ れ ら
の 検査法 は, 比較的古 い 血 栓に 対す る 集積率欠如の 問
題 , 試薬作製上 の 煩雑性の 問題 な ど実施 上 一 長 一 短 が
あ り , 迅速 か つ 正確 な診断 は困難 な状況に あ る.
一 方, 99 mTc - コ ロ イ ドが 血栓 へ の 集積性を示 す事実
は以 前よ り指摘さ れ て い たが7),8), そ の 集積性 に 対 し実
験的に 詳細 に 検討 した報告 は未だ なさ れ て い な い . 著
者は､ こ の 点 に 着目 し, まず試験管内血餅 の 9 9
mTc-コ
ロ イ ドの 集積率の測定 を行 な っ た . その 結果, g9 mTc-
ス ズ コ ロ イ ド,
9 9 mTc-ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ ア, 99 mTc-
硫黄 コ ロ イ ド, 99 mTc - フ ィ チ ン 酸, 99 mTc-レ ニ ウ ム コ
ロ イ ドの順 に 集積率が高く, と く に 99 mTc-ス ズ コ ロ イ
ド は全投与量 の 平 均 96.2±2.7%と極 め て 高い 集積率
を示 した . ま た, ヘ パ リ ン 採血 した もの に も9 9 mTぐ ス
ズ コ ロ イ ドは平均 39.1 ±3.4%と の 集積結果 を示 し た
が, そ の 原因と し て, コ ロ イ ド粒子 が貧食能 をも つ 血
液細胞 に 取り込 まれ た 可能性の他に , 非特異的な血 液
成分 へ の 付着の可能性も考慮され る28). しか し, 今回,9 9 m
Tc-ス ズ コ ロ イ ドの 血餅集積 96.2 %の 結果よ り, フ ィ
プ リ ン凝塊が 大き く関与 して い る可能性が極 め て高い
こ と を示 し て い る と云 え る.
9 9m Tc-コ ロ イ ドの 実験的静脈血栓 へ の 集積に つ い て
は, Vie ra sら1 3)1 4)や Ba rdfeld1 5)ら の 報告が あ る が, い
ず れ も9 9mTc 一 硫黄 コ ロ イ ド を用 い て お り, しか も血 栓
の 新 旧に か か わ らずそ の 集積度に は, 有意差が な か っ
た と して い る. しか し V iera sら1 3)は , 血栓イ メ ー ジ ン
グ用 コ ロ イ ドと して ,
99 mTc一硫黄コ ロ イ ドが 最適 とは
思われ ず, コ ロ イ ド粒子 の 物理 化学的検索が 必 要であ
る と述 べ て い る . 著者 の 実験結果で は, 止 血 釦子 解放
後30分 の 新 しい 静脈血栓部 へ の 集積性 は, 99 mTc-ス ズ
コ ロ イ ドが 最 も良好 な集積性 を示 し, 以 下9 9 mTc-フ ィ
テ ン酸 , 99 mTc一硫黄 コ ロ イ ド, 9 9m Tc-レ ニ ウム コ ロ イ
ド,
9 9mTc - ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ アの 順で あ っ た . 今回
用 い た コ ロ イ ド粒子 径は, 9 9 mTc一ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ
ア が 0.5～ 2ノJ




9 9 mTc一硫黄 コ ロ イ ド約 40 mJL2 9), 99 mTc-レ ニ
ウム コ ロ イ ド は最も 小さ く 3～ 15mメイ30)と され てい る.
ま た ,
9 9m Tc-フ ィ チ ン 酸の 場合, フ ィ ナ ン酸自体は コ
ロ イ ドで は な い が ,血 中で は Ca+ +と 結合 し て コ ロ イ ド
と なる の で , 実際の 粒子径 は不明 で あ る が体内分布よ
り,
99m Tc一硫黄 コ ロ イ ドと 同程度の 粒子 径 と推定さ れ
る
.
コ ロ イ ドの 粒子 径と体内分布の 関係 は, 粒子 径が
テ ク ネ チ ウム 9ー9m コ ロイ ドの 血 栓性病変 へ の 集積
大と な る ほ ど肺集積が大きく3 1), 小と なる ほ ど骨髄集積
が大 きく な る こと が 指摘さ れ て い る3 2). Table 2. に 示
し た正 常ラ ッ トの 体内分布も この 傾 向を示 して い たが,
血 栓集積性 と粒子径 と に は明 らか な相関関係 が認め ら
れ な か っ た ･ 今回, こ の よう に コ ロ イ ドの 粒子 サ イ ズ
と静脈血栓 へ の 集積度に 閲 し 一 定の 関係が み られ な か
っ た の は, コ ロ イ ド粒子の 静電荷状態な ど, む し ろ粒
子 サイ ズ以外 の 要因が大き く関与 して い るも の と思わ
れ る
.
次 に , 99mTc-ス ズ コ ロ イ ドに よる 血栓の 時間経過 に
対す る検討で は, 作 製後 3時間ま で の 比 較的新 しい 血
栓で は極め て 高い 集積性 を示 し, また ,
■
12時間後か ら
7日後ま で は平均数倍 に 低下した . こ の 際, 新 しい 血栓
で 集積が高か っ た の は血栓の 成熟過程 に あ り, 含まれ
る血 液凝 固成分が多く, 古い 血栓 で は線維化, 器質化
な どの 変化 に よ り構成成分が減少 した た めと 考え られ
る
･
しか しなが ら, 3 日間経過 した血栓 で 8.8倍, 7日
間経過 し た血栓 で も 3,4倍の 集積結果 を 示 し た こ と
は, 9
9 m
Tc-ス ズ コ ロ イ ドが 古い 血 栓で も集積 し, 画像
上 でも 検出で きる 可能性 を強 く示唆 し てい る. 同 掛 こ
比 較的古い 血栓で も9 9mTc-硫黄 コ ロ イ ドが 集積 する こ
と を Vie r a s1 3)ら も報告 して い る. こ の 事実は, こ の 点
が フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン , 1 1 1In一血小板の よ う に , 集積が形
成途上 の血隠 すな わ ち極め て新 しい 血 栓に 限定され
る物質 に 比 べ て, 診断上 有用性が 極め て 高い . ま た作
製後 3時間の 血 栓で は , ヘ パ リ ン 投与に よ り, 血栓 へ
の 集積が 低下 し たの は, フ ィ プ リ ン 沈着量 が 減少 した
た めと 考え られ るⅠ3)
.
99 mTc-コ ロ イ ドは, 静脈内投与に よ り 90% 以上 が全
身の 網内系 に捕捉 され る ta rget to n o nta rget r atio
が極 めて 高く なる も の の , 実際血 栓部 へ の絶対到達量
は少な い とし1う 欠点 が ある
･ した が っ て, 実際の 臨床
応用 に あ た っ て は! 血 栓部が疑わ れ る部位よ り末梢静
脈 よ り注入 し て 到達量 を多く する工 夫 が必 要と なろう.
ⅠⅠ
･
エ ン ドト キシ ン に よ る血 管内 フ ィ プ リ ン 沈着
99m Tc-コ ロ イ ドが , 肺や 腎に 集積す る事実 は以 前よ
り幸隠 され て い る ･ 肺集積は 淵硬変33), 悪 性疾患3 3)･34),
ノ ＼ ン タ ー 痛3 5), ヒ ス チ オ サ イ ト シ ス 3 6), 骨髄 , 脾, 仰
の 移植3 7), 血 清アル ミ ニ ウ ム 濃度の 上 昇3 8)な どでみられ,
腎集積は う っ 血 性心不 全6), 移植 腎の 慢性拒絶9)な どで
報告さ れ て い る
･
これ ら肺, 腎の コ ロ イ ド集積の 機序
と して , 微小血 栓や フ ィ プ リ ン 沈着の 存在, 網 内系細
胞の 動員な どが 推定さ れ て い る が実際の と こ ろ, そ の
集積機序 は不 明 で あ る･ K lingens mith ら3 9鳩 ラ ッ ト
腹腔内に エ ン ド トキ シ ン を投与 し9 9m Tc 掘 黄 コ ロ イ ド
を投与 し, 肺 お よ び腎に 有意な集積 を認め か つ 腎の 集
積は ヘ パ リ ン で 抑制さ れ る こ と よ り, 血 管内凝固に 基
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づ く フ ィ プリ ン沈着に よる も のだ と推測し て い る
.
著者は , Kingens mith ら と同 じ実験モ デ ル を用 い ,
まず9 9 mTc-コ ロ イ ドの 種類り適い に よ る肺, 腎 へ の 集
積度の 差 を検討 した
･
そ の 結果, 腎集積が 対照 と比 べ
て最も大き な 差を示 し た の は9 9mTc- ス ズ コ ロ イ ド で あ
り, その 他は9 9mTc一 硫黄 コ ロ イ ドを除い て対照と の有
意に 高い 集積 は認め なか っ た . ま た, 腎集積が 最も高
値 を示 したの は9 9 mTc-レ ニ ウム コ ロイ ドであ っ たが ,9 9m
Tc-レ ニ ウム コ ロ イ ドの 粒子 径が小さい こ とと, 静注後
体内で遊離の 9 9 mTcOィー が出現 したた め と考え られ る.
同様 に , 9 9m Tc - ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ アも 腎集積が比 較
的高値 を示 したの は! 血中で 遊離の9 9 mTcO｡ - が 生 じた
た め と思 われ る
･
こ の結果 は, 99-¶Tc-レ ニ ウム コ ロ イ
ド, 99 mTc - ミ リ マ イク ロ ス フ ェ ア とも に , 他 の コ ロ イ
ド に比 べ 血被お よ び胃の 放射能が高か っ た こ と か らも
裏付け られ る･ また , 今回 用 い た9 9mTc -硫黄 コ ロ イ ド
は 径約 40m 〃 の も の で あ り, 対照群 と比較 して エ ン ド
トキ シ ン 群 で は有意の 腎集積増加 を認め た も の の ,
9 9mT い ス ズ コ ロ イ ドほ どの 集積増加はみ られ なか っ た
.
以 上 の 結果 よ り, 99 mTc - ス ズ コ ロ イ ドが 腎集積の 評価
に 最も適当と思われ た.
次に , エ ン ドト キ シ ン 投与量の 適い に よ る集積の 変
化を99m Tc- ス ズ コ ロ イ ド を用 い て 検討 した結果で は,
肺集積は投与量の 増加 に し たが い 増加 したが , 腎で は
10･O mg 投与群 で は じめ て急激 な集積増加を示 した.
エ ン ド トキ シ ン に ヘ パ リ ン を投与 した群で は, エ ン
ド トキ シ ン 単独投与群に 比 し, 肺 は, エ ン ド ト キ シ ン
0･1 m g か ら 10･Om g い ずれの 投与群も有意に 集積が低
下し た･ しか し, エ ン ド トキ シ ン非投与の 対照群 と比
較 する と, ヘ パ リ ン を投与 して も エ ン ドト キシ ン 投与
量 に 応じ て軽度の 肺集積増加が み られ た｡ こ れ に 対 し,
腎で は エ ン ド トキ シ ン に ヘ パ リ ン を投与 した群 はい ず
れ も 腎へ の 集積が 著し く低下 し, 腎集積率は エ ン ド ト
キ シ ン 非投与 の 対照群 と比較 し て も集積に 有意善が み
られなか っ た
.
これ らの 結果 は,肺と 腎とに お ける9 9 mTc -
ス ズ コ ロ イ ド集積機序の 違い を示 し てい る
.
エ ン ド ト キ シ ン をラ ッ ト腹腔内 へ 大量投与す る こ と
に よ り, 病態的に 全身性 シ ュ ワ ル ツ マ ン反 応を ひ き お
こ す こと が指摘され てい る3 9). この 実験病理 学的研究で
は, 腎の 毛 細管腔内フ ィ プリ ン沈着, 静脈系の 拡張,
血行静止 が み られ た4 0)と報告され て い る . 今回 の 実験の
組織学的検索 で も, 腎糸球体 の フ ィ プリ ン 沈着, 皮質
全体の 高度の う っ 血 静脈う っ 血及 び フ ィ プリ ン 沈着
な どが み られ た
･
ま た エ ン ド トキ シ ン に ヘ パ リ ン を投
与 した群 で は , 腎皮質の 高度の う っ 血 はみ られ る も の
の 糸球体の フ ィ プ リ ン沈着 はみ られ ず, 静脈の フ ィ プ
リ ン沈着も減少す る傾向が み られ た
. したが っ て, 腎
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へ の 集積増加が単 な るう っ 血 に よ る血液量増加 のた め
と は考 え られ ず, フ ィ プ リ ン が 大き く 関与 して い る と
思わ れ る. 一 方, 肺で も 同様 に , エ ン ド トキ シ ン 投与
に よ り, う っ 血及 び血管内フ ィ プ リ ン 沈着を認 めた .
したが っ て肺集横に 関 して も , 腎と同様 に , フ ィ プリ
ンが 関与 して い るも の と思わ れ る. し か し エ ン ド ト キ
シ ン に ヘ パ リ ン 投与 した群で も, や は り エ ン ド トキ シ
ン非投与対照群 に 比 し軽度 の肺集積増加が認 め られ た
の は, フ ィ プリ ン以外に , ま た別の 肺集積機序が存在
する も の と思わ れ る. す な わ ち, エ ン ド トキ シ ン に よ
る肺血管内庚細胞の障害及び貧食機能 の冗進, 網 内系
細胞の動員な どの機序が関与して い る と考 え られ る.
エ ン ド トキ シ ン 投与に よ る肺, 腎以外 の集積変化と し
て , エ ン ド トキ シ ン 0.1 m g投与で牌集積が最大 の結果
を示 した. こ の 結果も, 貧食機能冗進の た め と推測さ
れ る4 1). こ の場合 も, ヘ パ リ ン投与 に よ っ て 脾 へ の集積
抑制が み ら れ なか っ た .
以上 の 結果 に より , 毛 細管 レ ベ ル の 血栓性病変 へ の
集積 は, 9 9mTc - ス ズ コ ロ イ ドが 最も適 して い る こ と が
示 さ れ た.
結 論
試験管内血軌 ラ ッ ト大腿静脈圧迫挫滅に よ る静脈
血敵 ラ ッ ト の エ ン ド トキ シ ン腹腔内投与に よ る肺,
腎の フ ィ プ リ ン 沈着を実験モ デ ル と して ,
9 9mTc - コ ロ
イ ド 5種の集積性 を検討 し, 以下の結論 を得た .
1 . 試験管内放置 3時間の血餅 へ の, 99 mTc - ス ズ コ
ロ イ ド の全投与量 に対す る集積率は,96.2 ±2■7 %で あ
り, 最も高い 結果を示 した. 以下
9 抽 Tc - ミ リ マ イ ク ロ
ス フ ェ ア, 99 mTc一 硫黄 コ ロ イ ド, 99 mTc - レ ニ ウ ム コ ロ
イ ド,
9 9 mTc - フ ィ テ ン酸の 順 で あっ た . また ヘ パ リ ン
採 血 3時間 の 血液 で は 椚 Tc一ス ズ コ ロ イ ドの 集積 は
39.1 ±3.4%と有意に 低下 し, 血餅 へ の集積に はフ ィ プ
リ ン が関与 して い る こ とが 示 唆 され た .
2 . ラ ッ トの左大腿静脈 を圧迫挫滅 し作成 した 静脈
血栓 で は, 99 mTc-ス ズ コ ロ イ ド が左右大腿静脈放射能
比で , 54.5 ±1臥5倍 と最も 良好 な集積性 を示 し, 以 下
9 9rnTc - フ ィ チ ン 酸, 9 9m Tc一硫黄 コ ロ イ ド, 9 9m Tc-レ ニ
ウム コ ロ イ ド, 99 mTc-ミ リ マ イ ク ロ ス フ ェ アの 順 で あ
っ た .
3 . 血栓形成後の 時間的経過 に 対す る
9 飢mTc - ス ズ コ
ロ イ ドの 集積性に 関す る検討で は, 12時間以降 で 次第
に 集積度が低下 した もの の , 左右大腿静脈放射能比 は
3 日後 で 8.8倍, 7 日後で 3.4倍 (左右大腿静脈比)の
結果 を示 し, 比較的古 い 血栓 で も 集積 す る こ と が証明
さ れ た.
4 . エ ン ド トキ シ ン の 腹腔内投与 に よ る 実験 で は,
腎集積 と肺集積が と も に 対照 に 比 べ 最も 著 しく増加を
示 した の は,
99 mTc- ス ズ コ ロ イ ドで あ っ た . 病理組織
学的に は肺, 腎と も に う っ 血 と共に , 血 管内 に フ ィ プ
リ ン 沈着が認 め られ た .
5 . エ ン ド トキ シ ン 投与量 の 増加 に伴 い ,
99 mTc-ス
ズ コ ロ イ ドの肺集積 は徐々 に増加 した の に対 し, 腎集
積は 10.O m gの 投与量で初めて 急激な増加が みられた･
6 . エ ン ド ト キ シ ン に ヘ パ リ ン を同時投与 した群で
は, 腎集積は, エ ン ド ト キシ ン 非投与の対照 と同程度
に 抑制 され た が , 肺集積の 抑制 は され る も の の , エ ン
ド トキ シ ン 投与量に 従い 軽度の集積増加 を認め た. こ
の 結果 よ り, 腎 へ の コ ロ イ ド集積 に は ほ とん どフ ィ プ
リ ン が 関与 して い る の に 対 し, 肺で は, フ ィ プリ ンの
他 に , 肺の 冊網内皮系の賓食機能冗進 な ど他 の因子機
序が関与 して い る こ とが 示唆 さ れた .
以上 に よ り, 血餅, 静脈血栓, 毛細管 レ ベ ル の 血栓
性病変 い ずれ に 対 して も,
蜘 Tぐ ス ズ コ ロ イ ドが最も
良好 な集積性 を有す る こ とが 実験的に 示 され た .
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Study o n
99mTc-Co皿oid Accum ulatio n of invitroClots and Throh bi in Rats Man abu
Ohgu chi, Departm e ntof Nu cle arMedicin e, Scho olofMedicin e, Kan az a w aUniversity, Ka n a
za w a,
920- J. Ju ze nMed. Soc. , 92, 37
- 49(1 9 83)
Key w ords:
99m Tc･Colloid, Ven o usthro mbi, Endoto xin, Fibrin deposits, Heparin･
A bstm ct
T he a ccu m ulatio n of diffe re nt
99m
Tc- C Olloids in in vitr o clot, V e n O u Sthrom bia nd intr a
-
v a sc ula rfib rin depositsin rats w as studied･ Blo od clot w as produ c ed by inc ubating fre sh blo od
from a n orm al healthy volu nteerin the testtube atr o om tempe r atu r efo rthr e eho u rs･ T he m e an
v alue of % uptake of
9 9m




Tc- millim ic rosphere al bu min(7 6.3%),
9 9m Tc- Sul fur c ouoid(3 5-3%), 9 9m Tcr
rhe nium couoid(2 0.9%),
9 9m
Tc-Phytate(2 0.1%). Ve n o u sthro mb i in rats w e r e m ade by cla mp-
ing the left fe moral vein s egm e nts fo r5 min ute s･ T hirty min ute s afte r r el a s e of clam ping,
9 9m
Tc-COlloids w e r einje cted into the tailv eins. With
99m
Tc-Sn c olloid, the m e a n v alu e ofthe
ratio of the r adio a ctivity in the cla mped left fe m o r al v ein s egm e nt to t he c o ntroI segm ent of
the righ t fe mo ralv ein (L/R r atio) w as5 4.5. L/R ratio s of ot he r
9 9m
Tc:colloids were 2 4･2 with
99m
Tc-phytate, 1 2.1 with
99m
Tc-Sul fur c olloid, 3･9 wit h
99m
Tc- rheniu m c ouoid, 2･4 with
99m
Tc-
minimicrospher e albu min . To evalu ate t he effe cts of t hr o mbus age o nthe uptake>the study w a s
pe rfo rm ed by intraveno us inje ctio n of
9 9m
Tc-Sn c olloidfr o mthre eho u rstills e v e ndays afte r
producing throm bi. L/R ratios w e re4 0.5 at thr e ehou r s, 6.3 at tw elv eho urs, 9･O at on eday, 8･8
atthree days, 5.2 at five days, 3.4 at s eve ndays. A ltho ugh L/R r atio s w e rhighe rfo rt hefr e sh
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t hrom bi
,
Signific a nt uptake wa s als o observed up to se v e ndays･ Intra v as cula rfib rin deposits
W e r eindu c ed byintr ape rito n e al inje ctio n of endoto xin into rats. T hr e hou r$ afterinjectio n of
e ndoto xin,
9 9m
Tc- C Olloids w e r einje cted intra v e nou sly. S ignific a nt lung uptake was observed in
9 9m
Tc- C Olloids ex cept in
9 9m
Tc- rhe nium c onoid･ And the m ost r em arkable change of lu ng
uptake was obs e rv ed in
9 9m
Tc -Sn c olloid･ Signific ant kidney uptake w as obser v ed in
9 9m
Tc>Sn
co皿oida nd9 9m Tc-S ulfur c olloid･ And the m o st re m a rkable change of kidn ey uptake wa salso
obse rv ed in
9 9m
Tc-Sn c onoid･ W he n heparin w as irde cted intraven ously at the sam e tim e a s
e ndoto xin irde ctio n, lu ng uptake of
99m
Tc-Sn couoidw a ssignific antly decr ea s ed. Howe ve r, the
hepa rin effe ct o n kidney uptake of
99m
Tc-Sn couoidw asm o r esignifica nt than on lu ng uptake .
T he in c r e a s ed uptake in the lu ng and the kidney w a stho ught to be pr obably related to intr a,
V aS Cula rfibrin depo sits･ T he r esults in this study indicated that
99m
Tc･Sn colloidsho wed the
gr e ate staffin ty toin vitro clots, VenOu Sthrom bia nd intravasc ula rfibrin deposits.
